卒業研究概要

成績： 

提出年月日    年   月   日

卒業研究課題

学生番号                              氏名

概要（１０００字程度）
指導教員                            印



2004年度卒業研究成績評価票

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※評価点

学習・教育目標　(E)
課題に対する理解と表現
課題の内容に対する背景を理解し、課題解決法の技術的内容および得られた結果を、具体的・論理的に述べることができる。



文書作成の技法
目的と対象読者を認識した上で、論理的に主題を展開し、適切な図表を用いたわかりやすい技術文書を作成することができる。



プレゼンテーションの技法
目的にそって、分かりやすい資料を作成し、プレゼンテーションをすることができる。



討論の技法
他者の発表を、その内容を理解しながら聞き、質問やコメントを行うことができる。


学習・教育目標　(F)
問題解決能力
情報技術に関連した国内外の文献などを情報源とし、習得した知識・技術を用いて専門分野での課題を解決するための計画を立案遂行できる。


· 評価点は、各項目とも５段階で記載のこと。ただし、課題に対する理解と表現およびプレゼンテーションの技法の各項目の評価点については、卒業研究発表会における複数教員の評価点を総合的に判断して記載のこと。

指導教員所見



卒業研究発表会における複数教員による評価実施票（2004年度）

評価実施日：　　　　　　　　　　　　


評価内容
指導教員評価※
発表会評価教員評価※

課題に対する理解と表現
卒業研究の課題の内容に対する背景を理解し、課題解決法の技術的内容および得られた結果を、具体的・論理的に述べることができる。



プレゼンテーションの技法
目的にそって、分かりやすい資料を作成し、プレゼンテーションをすることができる。



· 評価点は、５（非常によくできている）、４（よくできている）、３（できている）、２（やや難点がある）、１（できていない）の５段階評価とする。

指導教員名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発表会評価教員名：　　　　　　　　　　　　　　　　
